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平成 20 年２月期 通期業績予想との差異に関するお知らせ 

 

平成 20 年２月期(平成 19 年３月１日～平成 20 年２月 29 日）の業績予想につきまして、平成 20

年２月１日付当社「平成 20 年２月期通期業績予想及び期末配当予想の修正並びに特別損失の発生

に関するお知らせ」において発表いたしました業績予想との差異を下記のとおりお知らせいたしま

す。 

 

記 

 

 

１．平成 20 年２月期業績予想数値との差異（平成 19 年３月 1日～平成 20 年２月 29 日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 予 想 （ Ａ ） ９,４５０ △９７ △１２１ △４３０

今 回 修 正 （ Ｂ ） ９,４１２ △１８４ △１８２ △５２９

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △３８ △８７ △６１ △９９

増   減   率 △０.４％ － － －

 

２．修正の理由 

前回発表の業績予想数値に対して、売上高が計画を 38 百万円下回り 94 億 12 百万円とな

りました。これは、２月の売上が、12 月以降の既存店の客数が回復傾向にあったこととラ

ンチメニューの導入による客数増加を見込んだ予想に対して 97.3％の達成率となったこと

等によります。 

営業損失につきましては、売上が計画を下回ったことに加えて季節メニューの食材が原

油高等によって前年より値上がりしたこと等により原材料費が 20 百万円増加、さらに、売

上に対応した適正な人事管理が不充分であったこと等により人件費が 36 百万円増加、期末

決算整理事項として地代家賃、減価償却費等の計上増加分が 31 百万円発生したこと等によ

り予想数値を上回る見込みです。 

経常損失につきましては、上記に加え、助成金収入や期末決算整理事項の受取利息は増

加したものの予想数値を 61 百万円上回る見込みです。 

当期純損失につきましては、退店費用の 26 百万円増加、繰延税金資産の取崩額 15 百万

円の増加等により前回予想数値を上回る見込みです。 

以 上 

 


